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1. はじめに 

このたびは、INOGENI 製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

ご使用になる前に、この取扱説明書を良くお読みになり、正しい取り扱い方法をご理解いた

だいた上で、末永くご愛用くださいますようお願い申し上げます。 

お読みになった後は、いつでも閲覧できる場所に保管してください。 

 

2. 製品概要 

INOGENI TOGGLE DOCK 2x1は、会議室に持ち込まれた 2 台のホスト PC 間で、USB 周辺機器と

HDMI ディスプレイの接続をシームレスに切り替えるための、4K 対応プロ AV スイッチャードッ

クです。 会議室に常設 PC を必要とせず、参加者のノート PC だけで会議環境をシンプルに構築

できます。 

 

主な特長: 

 ホスト PC 切り替え: 最大 2 台のノート PC ホスト（USB-C 接続、および USB-B+HDMI 接

続）を接続し、これらのホスト間で自在に切り替えることができます。 

 柔軟な PC 接続: ホスト PC は、USB-C ケーブル 1 本（映像・音声・データ転送＋最大

100W PD 充電対応）での接続、または USB-B ケーブルと HDMI ケーブルを組み合わせて接

続することが可能です。 

 高い互換性: ドライバーのインストールは不要で、Windows, macOS, Linux などの OS に

対応しています。 

 多様な制御と簡単な管理: 本体のボタン操作のほか、RS-232 や API による外部制御に対

応。  また、設定変更は PC アプリケーション「INOGENI Maestro」や、ネットワーク経

由の Web ブラウザから簡単に行えます。 
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3. 使用例 

INOGENI TOGGLE DOCK 2x1は、会議室で使用される 2 台のホスト PC を、会議の状況に応じて

スムーズに切り替えて使用できます。 

 

例えば、会議の主催者が USB-C で PC を接続して会議を行っている最中に、別の参加者が

USB-B と HDMI で接続した PC の画面を一時的にディスプレイに表示したい場合、本体の

「SELECT」ボタンや外部スイッチを押すことで、表示を切り替えることができます 。 

説明が終われば、再度ボタンを押して元の PC に戻すことも可能です。デフォルトの

「Automatic」モードでは、最後に接続したホスト PC へ自動で切り替わるよう設定されていま

すが、こういった手動での操作も簡単に行えます。より詳細な切り替えルールは「Custom」モ

ードで設定可能です。 
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4. 製品外観 

4.1. デバイスインターフェース 

INOGENI TOGGLE DOCK 2x1の接続コネクタについて解説します。 

 
 

Items 

Front Panel 

1 SELECT ボタン: 接続されているホスト PC を切り替えます 。 

2 

電源と充電ステータス表示 LED: デバイスの電源状態と、USB-C で接

続されたノート PC の充電状態を示します。 

※詳細は 4.2. LED オペレーションを参照してください 

Rear Panel 

3 DC24V 電源入力: 付属の AC アダプターを接続します。 

4 
USB-C (HOST - LAPTOP): ホスト PC を接続します（映像、USB デー

タ、最大 100W 充電に対応）。 

5 USB-B (HOST – LAPTOP): ホスト PC の USB-A ポートと接続します。 

6 HDMI (HOST - LAPTOP): ホスト PC の HDMI ポートと接続します。 

7 
USB 3.0 (DEVICES): 3 つの USB-A ポート。カメラ、スピーカーフォン

等の USB 周辺機器を接続します。 

8 HDMI OUT: メインのディスプレイやプロジェクターに接続します。 

9 
LAN: ネットワークに接続し、Web インターフェースや API による制御

に使用します。 

10 
RS232: 外部コントロールシステムから制御するためのシリアルポー

トです。 

11 GPI: オプションボタンなどの外部制御用ポートです。 
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4.2. LEDオペレーション 

フロントパネルの LED が示す状態は以下の通りです 。 

SELECT 

消灯 ホスト PC が検出されていません。 

点灯 

ホスト PC が検出され、選択されています 。 ボタンを押してホスト

PC を選択すると、どの接続（USB-C or USB-B+HDMI）が選択されたか

を点滅回数で示します。 

 1 回点滅: USB-C 接続のホスト PC を選択。 

 2 回点滅: USB-B+HDMI 接続のホスト PC を選択。 

点滅 
エラー状態です 。ホスト PC 未接続時やボタンがロックされている

時に切り替え操作を行うとエラーになる場合があります。 

PWR 

消灯 電源がオフです。 

点灯 電源がオンです。 

Charging 

消灯 ホスト PC へ給電されていません。 

点灯 USB-C で接続されたホスト PC へ給電中です。 

 

4.3. DIPスイッチ 

ユニットの背面にある DIP スイッチの動作は以下の通りです。 

Switch On/Off Description 

SW1 
Off 

将来の使用のために予約されています。 
On 

SW2 
Off 

将来の使用のために予約されています。 
On 

SW3 
Off 

将来の使用のために予約されています。 
On 

SW4 
Off 

将来の使用のために予約されています。 
On 

SW5 
Off 

将来の使用のために予約されています。 
On 

SW6 
Off RS232 ターミナルブロックの 5V 電源を無効にします。 

On RS232 ターミナルブロックの 5V 電源を有効にします。 
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5. デバイス設定 

TOGGLE DOCK 2x1 は、INOGENI Maestro アプリケーションまたは Web インターフェースを使用

して設定が可能です。どちらの方法でも設定可能な項目は共通です。 

5.1. INOGENI Maestroアプリケーション 

Maestro アプリケーションを使用することで、ファームウェア情報の確認や、デバイスの各

種設定、アップデートを行うことができます。 

 接続方法: Maestro アプリケーションでユニットを認識・操作するには、本体背面にあ

るホスト PC 接続用ポート（USB-C または USB-B）と PC を USB ケーブルで接続します。 

 操作前の準備: 接続した PC がホストとして TOGGLE DOCK 2x1 に認識されている必要が

あります。必要に応じて本体前面の「SELECT」ボタンを押し、PC が選択された状態にし

てください。 

 注意点: INOGENI Maestro v2.1.0 以降をご使用ください 。最新版は INOGENI 公式サイ

トからダウンロードできます。 
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5.2. Webインターフェース 

本機はネットワーク経由でアクセス可能な Web インターフェースを搭載しており、PC の Web

ブラウザからファームウェア情報の確認、ファームウェアアップデート、デバイス設定を行う

ことができます 。ネットワークへの接続には、本体背面にある LAN コネクタ（RJ45）を使用し

ます。このコネクタとお使いのネットワークスイッチやルーター等を、LAN ケーブルで接続し

てください。 

 IP アドレス: デフォルト設定では、本機はネットワーク上の DHCP サーバーから IP アド

レスを自動的に取得します。 

注意: DHCP サーバーが存在しない環境でのリンクローカルアドレス（169.254.x.x）の自動

割り当てには対応していません。DHCP サーバーを用意するか、固定 IP アドレスを設定してく

ださい。 

 アクセス方法: 以下のいずれかの方法で Web インターフェースにアクセスします。 

 IP アドレスでアクセス: ユニットに割り当てられた IP アドレス（DHCP または固定

設定）を Web ブラウザのアドレスバーに入力します。（例:http://192.168.1.120） 

 mDNS ホスト名でアクセス:本機は mDNS プロトコルに対応しており、IP アドレスの

代わりに.local で終わるホスト名を使ってアクセスできます。 

（例: toggle-dock-008000.local をアドレスバーに入力） 

 

 
 

注意: mDNS でのアクセスは、PC と本機が同じネットワークセグメントにあり、ネット

ワーク環境が mDNS を許可している必要があります。 

 ログインパスワード: Webインターフェースにアクセスすると、ログインダイアログが

表示されます。初回アクセス時には、セキュリティのため新しいパスワードの設定を求

められます。画面の指示に従って、安全なパスワードを設定してください。設定したパ

スワードは忘れないように管理してください。 

 

 

  

http://192.168.1.120/
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5.3. 設定画面 

INOGENI Maestro アプリケーションおよび Web インターフェースでの設定画面について解説

します。掲載する UI の画像は Web インターフェースを使用していますが、設定項目は Maestro

アプリケーションと同様です。 

5.3.1. 一般情報画面 

 
設定へアクセスすると、一般情報画面が表示されます。ここでは現在のデバイス情報（接続

状態や基本情報など）が一覧表示されます。この画面（上部の情報エリア）は、後述する各種

設定タブを切り替えても常に表示されます。 

 

主な表示項目は以下の通りです。 

 デバイス名: デバイス名（ホスト名）を表示します。この名前は Web インターフェース

にホスト名でアクセスする際にも使用されます。ペンアイコンをクリックして変更可能

です。 

 GENERAL: ファームウェアのバージョン、MAC アドレス、IP アドレス、シリアル番号な

どの基本情報が表示されます。 

 USB HOST: 現在選択されている USB ホストの接続情報が表示されます。 

 INPUTS/ OUTPUTS: 各ビデオ入力（USB-C DP, HDMI,）および出力（Display）の接続や

信号のステータスが表示されます。 

 操作ボタンエリア: 

 REBOOT DEVICE: ユニットを再起動します。 

 SELECT: ホスト PC の切り替えを操作します。 

 LOGOUT: Web インターフェースからログアウトします（Web インターフェースの

み）。 
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5.3.2. STATUSタブ 

「STATUS」タブでは、機器の現在の動作状態や設定状況に関する詳細な情報を一覧で確認で

きます。画面上部に常に表示される一般情報エリアよりも、より多くの情報項目が含まれてい

ます。 

 
 GENERAL: 機器の基本的な識別情報とネットワーク関連の状態が表示されます。一般情

報エリアの情報に加え、ハードウェアリビジョン(Hardware Revision)、IP 設定モード

(IP Mode)、サブネットマスク(Subnet Mask)、デフォルトゲートウェイ(Gateway)など

の詳細なネットワーク情報が含まれます。 

 DEVICE CONFIGURATION: 現在有効になっている機器の動作設定が表示されます 。動作

モード(Operation Mode)、ホスト優先順位(Host system priority)、現在選択されてい

るディスプレイ出力ソース(Selected DISPLAY source)、USB ホスト(Selected USB 

host)、USB-C 4K60 サポートの状態などが確認できます。 

 Video inputs: 各ビデオ入力ポート（USB-C, HDMI）の詳細な状態が表示されます 。入

力信号の解像度(Resolution)、HDCP 保護の状態（On/Off）、EDID モードなどが個別に確

認できます。 

 Video outputs: ビデオ出力ポート（Display）の詳細な状態が表示されます 。現在選

択されているソース(Selected source)や、ソーススケーラー(Source scaler)機能の状

態（On/Off）などが確認できます。 
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5.3.3. SETTINGSタブ 

「SETTINGS」タブでは、TOGGLE DOCK 2x1 の主要な動作や、USB・ビデオ関連の機能を設定し

ます。 

5.3.3.1. OPERATION MODE (動作モード) 

ユニット全体の基本的な動作モードと、モードに応じた切り替えの優先順位等を設定します。 

 Automatic (デフォルト): ホスト PC の接続を検知すると、自動で切り替えを行いま

す。このモードを選択すると、「Host system priority」の設定項目が表示されます。 

 Host system priority: どのホスト PC を優先するかを設定します。 

 Laptop USB-C: USB-C ポートへの接続を優先します。USB-C 接続が検出されない

場合、USB-B/HDMI 接続が有効であればそちらに自動的に切り替わります。 

 Laptop USB-B/HDMI: USB-Bおよび HDMI ポートへの接続を優先します。USB-

B/HDMI 接続が検出されない場合、USB-C 接続が有効であればそちらに自動的に切

り替わります 。 

 Last detected source: 最後に接続されたソースへ自動で切り替えます。 

 
 

 Custom: HDMI 映像出力と USB ホストの切り替え動作を、それぞれ個別に詳細設定したい

場合に選択します。 

 
 Switching mode: HDMI 映像出力、および USB ホストがどのホスト PC に接続するかの

ルールを選択します。 

 Automatic: 最後に接続されたソースへ自動で切り替えます。 

 Manual: API コマンドやボタン操作など、手動制御によってのみソースを切り替

えます。 

 Manual with Fallback: 手動で選択したソースが切断された場合に、もう一方の

有効なソースへ自動で切り替えます。 

 HDMI Follows USB: USB ホストの選択に、HDMI 映像ソースが追従して切り替わり

ます（DISPLAY switching mode のみ選択可）。 

 USB Follows HDMI: HDMI 映像ソースの選択に、USB ホストが追従して切り替わり

ます（USB switching modeのみ選択可）。 
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 priority: Switching modeで "Automatic" または "Manual with Fallback" を選

択した場合に、優先的に選択される入力ソースまたはホストを指定します。 

 Last detected source [デフォルト]: 最後に接続されたソースへ自動で切り替

わります。 

 Laptop USB / Laptop HDMI: 特定のソースを優先するよう指定します。 
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5.3.3.2. USB 設定 (USB) 

USB ホスト PC の選択や、USB デバイスポートへの電源供給に関する設定を行います。 

 
 Selected USB host: 現在の USB ホストを手動で選択します。動作モードの設定に関わ

らず、ドロップダウンリストからホストを強制的に切り替えることができます 。 

 Laptop USB-C: USB-C ポートに接続されたホスト PC を選択します。 

 Laptop USB-B: USB-B ポートに接続されたホスト PC を選択します。 

 OFF: いずれのホストにも USB 接続を行いません。 

 USB-C 4K60 support: USB-C 接続時に、映像品質と USB データ転送速度のどちらを優先

するかを設定します。 

 On: 映像は最大 4K60Hz になりますが、USB データ転送は USB 2.0 速度に制限され

ます 。 

 Off [デフォルト]: 映像は最大 4K30Hz に制限されますが、USB データ転送は USB 

3.0 の高速通信が可能です 。 

 USB デバイス電源制御 (USB devices power control): 現在アクティブになっているホ

ストの種類（Laptop USB-C, Laptop USB-B, または ホスト未接続時(No host)）に応じ

て、本機背面にある 3 つの USB デバイスポート（USB#1, USB#2, USB#3）への電源供給

を個別にオン/オフできます。 これにより、例えば「特定の PC が使用中の時だけ USB

カメラの電源をオンにする」といった省電力設定や、ホスト未接続時には周辺機器を無

効化するなどの柔軟な制御が可能です。 

 
 

注意: 本機能は USB ポートからの電力供給を制御するものであり、バッテリー駆動や外部電

源を持つデバイスの動作自体を直接停止させるものではありません。 
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5.3.3.3. ビデオ設定 (VIDEO) 

映像の入力および出力に関する詳細な設定を行います。 

 

 Video inputs: 各ビデオ入力（Laptop USB-C, Laptop HDMI）に対して、以下の項目を

設定できます。 

 HDCP: 入力ごとに HDCP（OFF / 1.4 / 2.2 / Auto）を選択します。「OFF」を選択

すると、HDCP 認証を無効にします。HDCP で保護された映像は表示できなくなりま

すのでご注意ください。特定のバージョン（1.4 / 2.2）を選択する場合は、ソー

スとディスプレイの両方が対応している必要があります。 

「Auto」を選択すると、接続されたソース機器に合わせて、最適な HDCP バージョ

ンを自動で選択・処理します。 

 EDID mode: 各入力ポートが接続元の PC 等に通知する EDID を設定します。EDID モ

ードには、接続ディスプレイ情報をそのまま通知する「Passthrough」、1080p60等

の内蔵 EDID を使う「Preset EDID」、本機に保存したカスタム EDID を使う「User 

EDID」の選択肢があります。 

 Video outputs: HDMI Output に対して、以下の項目を設定できます。 

 Selected source: HDMI OUTPUT にどの入力ソース（Laptop USB-C / Laptop HDMI 

/ OFF など）を出力するかを選択します。 

 HDMI scaler:入力された映像信号の解像度を必要に応じてスケーリングする機能の

オン/オフを設定します 。 

 Save EDID from source: EDID 情報を読み込み、本機の「User EDID」として保存

します。 
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5.3.3.4. CEC DISPLAY CONTROL 

DISPLAY OUT ポートに接続された CEC 対応ディスプレイの電源や音量などを、本機から制御

するための設定です。 

 
 

この画面では、以下の CEC 制御機能が利用できます。 

 手動でのディスプレイ操作: 画面上のボタンから、接続されたディスプレイに対して以

下の CEC コマンドを直接送信できます。 

 Power: 電源のオン / オフ 

 Volume: 音量のアップ / ダウン 

 Mute: ミュートのオン / オフ 

 Automatic CEC Power: この設定をオンにすると、本機がソース映像の信号を検出した

際に自動でディスプレイ電源をオンにし、信号が検出されなくなった際にオフにする

CEC コマンドを送信します。 

 Passthrough: この設定をオンにすると、ソース機器から送られてきた CEC コマンド

を、本機を介してそのままディスプレイに通過させることができます。ソース機器側か

らディスプレイを直接制御したい場合に有効です。 
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5.3.4. SYSTEMタブ 

「SYSTEM」タブでは、TOGGLE DOCK 2x1 のセキュリティアクセス、ネットワーク接続、外部

制御インターフェースの設定、およびファームウェアの更新や出荷時設定へのリセットといっ

た、システム全体の管理とメンテナンスに関する項目を設定します。このタブは主に以下の項

目で構成されています。 

5.3.4.1. SECURITY (セキュリティ関連設定) 

 
本機へのセキュリティ関連の設定を行います。 

 Telnet Connection: 本機への Telnet によるコマンド制御を許可するかどうかを設定し

ます。Telenet 制御を使用しない場合はセキュリティの観点から、オフにすることを推

奨します。 

 

5.3.4.2. WEB INTERFACE CONFIGURATION (Web インターフェースの動作設定) 

 
本機の Web インターフェース機能に関する設定を行います。 

 HTTP Server: Web ブラウザから本機の設定画面へアクセスする機能を有効にするか無効

にするかを設定します。 
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5.3.4.3. NETWORK (ネットワーク設定) 

 
本機の IP アドレス取得方法や、固定 IP アドレスを使用する場合の各種ネットワーク情報を

設定します。適切な設定は、Web インターフェースへの安定したアクセスや、ネットワーク経

由での外部制御に不可欠です。 

 IP モード (IP Mode): 本機がネットワーク上で使用する IP アドレスの取得方法を選択

します。 

 DHCP (デフォルト): ネットワーク上の DHCP サーバーから IP アドレス、サブネッ

トマスク、ゲートウェイ情報を自動的に取得します。 

※注意: DHCP サーバーが存在しない環境でのリンクローカルアドレス（169.254.x.x）の自

動割り当てには対応していません。DHCP サーバーを用意するか、固定 IP アドレスを設定して

ください。 

 Static: IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ情報を手動で設定しま

す。このオプションを選択すると、下記のアドレス情報を入力するフィールドが有

効になります。 

 静的 IP 設定時の項目 (Fields for Static IP Configuration): 上記の「IP モード」で

「Static」を選択した場合に、以下の情報を正確に入力してください。 

 IP address (IP アドレス): 本機に割り当てる固定 IP アドレスです。 

（例: 192.168.1.120） 

 Subnet mask (サブネットマスク): ネットワークのサブネットマスクです。 

（例: 255.255.255.0） 

 Gateway (ゲートウェイ): デフォルトゲートウェイの IP アドレスです。 

（例: 192.168.1.1） 

 

注意: ネットワーク設定を変更した後は、「保存 (Save)」ボタンをクリックして設定を

反映させてください。 
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5.3.4.4. RS232 (シリアルポートの通信設定) 

 
 

本機の RS232 シリアルポートを使用した外部コントロールシステム等との通信パラメータを

設定します。 

 TCP to RS232 Tunneling: この機能を有効にすると、本機が TCP/IP ネットワークと RS-

232 のブリッジとして動作します。ネットワーク経由で TCP ポート 5000 番に送信された

データが、そのまま RS-232 ポートから出力されます。有効時、本機への RS-232 コマン

ドは無効になります。 

 ボーレート (Baud Rate): RS232 通信のボーレートをドロップダウンリストから選択し

ます。接続する外部制御機器の設定と正確に一致させる必要があります。選択可能な値

は以下の通りです。 

 9600 (デフォルト) 

 19200 

 38400 

 115200 
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5.3.4.5. GPI (GPI ポートの機能設定) 

 
本機の GPI ポートおよび VOUT ポートの動作を設定します。 本機は無電圧接点（ドライコン

タクト）による制御に加え、電圧駆動（0V～12V）による制御にも対応しています。これによ

り、物理的なスイッチやリレーだけでなく、他の制御機器やセンサーからの電圧信号を利用し

て本機の機能を操作したり、本機の状態に応じて外部 LED を点灯させたりすることが可能で

す。 

 GPI1 / GPI2: GPI1 および GPI2 の各入力に対して、以下の項目を設定します。 

 function: 各 GPI 入力に割り当てる操作を選択します。 

 Laptop Select: GPI 信号に応じて、アクティブなホスト PC を切り替えます。 

 USB host control: GPI 信号に応じて、USB ホストのみを切り替えます。 

 Video control: GPI 信号に応じて、映像ソース（HDMI 出力）を切り替えま

す。 

 Disabled: GPI 入力を使用しません。 

 Mode: GPI 入力が信号を検知する方式を選択します。 

 Pulse: モーメンタリスイッチなどで使用します。信号の立ち下がりエッジ

（High から Low へ変化した瞬間、または接点がショートした瞬間）を検知し

て機能を実行します。 

 Level: トグルスイッチなどで使用します。信号レベル（High/Low）や接点状

態（開放/短絡）に応じて、機能を実行または状態を維持します。 

 VOUT: VOUT ピンの出力状態を設定します。このピンは、外部 LED インジケーターを駆動

するためなどに使用できます。 

 Controlled by firmware: GPI 設定の function で Laptop Select を選択している

とき、本機の状態に応じて VOUT ピンの出力を制御します。どのノート PC ホストが

選択されているかを LED の点滅パターンで示します。 

 USB-C 接続時: 1 回点滅したのち、点灯します。 

 USB-B+HDMI 接続時: 2 回点滅したのち、点灯します。 

 Logic-low: VOUT ピンを常に Low（0V）で出力します。 

 Logic-high: VOUT ピンを常に High（5V）で出力します。 
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5.3.4.6. UPDATE (ファームウェア更新と工場出荷時設定へのリセット) 

 
 

本機のファームウェアの更新や、工場出荷時設定へのリセットを行います。 

 Manual firmware update: 新しい機能の追加や動作改善のために提供されるファームウ

ェアパッケージを使用して、本機のファームウェアを更新します。最新のファームウェ

アファイルは、INOGENI 公式サイトから入手してください。 

1. 「Browse」ボタンをクリックし、お使いの PC に保存されているファームウェアパッケ

ージを選択します。 

2. ファイルを選択すると、「Firmware version name」欄に選択したファームウェアのバー

ジョン情報などが表示されます。 

3. 「Upload」ボタンをクリックすると、ファームウェアの更新プロセスが開始されます。  

重要: ファームウェア更新中は、絶対に本機の電源を切ったり、ネットワーク接続を切断し

たりしないでください。更新が完了するまで数分かかる場合があります。 

 

 Factory default: 本機の全ての設定（ネットワーク設定、パスワード、動作モード、

各ポートの設定など、ユーザーが行った全ての変更）を工場出荷時設定に戻します。

「リセット (Reset)」ボタンをクリックすると、確認ダイアログが表示された後、リセ

ットが実行されます。 

  

https://inogeni.com/
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5.3.5. RESOURCESタブ (資料・リンク集) 

 
「RESOURCES」タブでは、TOGGLE DOCK に関する最新のドキュメントへアクセスするためのリ

ンクが提供されています。 各項目をクリックすると、通常は INOGENI の公式ウェブサイト上に

掲載されている該当の PDF 資料や情報ページが、お使いの PC の Web ブラウザで開かれます。こ

れにより、常に最新の情報を参照することができます。 

 

提供されている主な資料カテゴリは以下の通りです。 

 GUIDES(各種ガイド): 

 TOGGLE DOCK - User Guide (ユーザーガイド)  

 Data Sheet (データシート)  

 Brochure (製品パンフレット)  

 DEVICE CERTIFICATIONS(製品本体の認証情報): TOGGLE DOCK 本体が取得している各種規

格（FCC, CE, RoHS など）の適合宣言書や、揮発性に関する宣言書（SoV）、TAA コンプ

ライアンス宣言書へのリンクです。 

 POWER SUPPLY CERTIFICATIONS -160W(電源アダプターの認証情報): 製品に付属する電

源アダプターが取得している各種安全規格（FCC, CE, UL, TUV など）や規制に関する認

証情報へのリンクです。 

 Others(その他):TAA コンプライアンス宣言書など、上記カテゴリ以外の関連資料へのリ

ンクが含まれる場合があります。 

 

注意: このタブから資料を閲覧するには、設定に使用している PC がインターネットに接続さ

れている必要があります。 
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6. 外部制御 

INOGENI TOGGLE DOCK 2x1は、外部のコントロールシステムや他の機器から本機の動作を遠隔制

御するための多様なインターフェースを備えています。本章では、これらの外部制御オプション

を活用したシステム統合について解説します。 

6.1. RS232/Telnet 通信 

本機は、RS232 シリアルポートおよびネットワーク経由の Telnet 接続による、テキストベース

のコマンド制御に対応しています。どちらの方法でも、コマンドの構文や応答形式は共通です。 

 RS232 の接続と設定:  

 接続: 本機の背面にある 4 ピンのターミナルブロックコネクタを使用します。 

・ピン 1: 受信 (Receive / RxD from controller) 

・ピン 2: グランド (GND) 

・ピン 3: 送信 (Transmit / TxD to controller) 

・ピン 4: 5V 電源供給  

 RS232 の通信パラメータ: ボーレートは Web インターフェースの「SYSTEM」タブで

設定します（9600, 19200, 38400, 115200）。詳しくは「5.3.4.4. RS232 (シリア

ルポートの通信設定)」を参照ください。 

 

 Telnet の接続と設定: 

 接続: 本機の IP アドレスとポート番号 23 を指定して、Telnet クライアントから

接続します。 

 有効化: 事前に Web インターフェースの「SYSTEM」タブ > 「SECURITY」で Telnet

接続を有効にする必要があります。詳しくは「5.3.4.1. SECURITY (セキュリティ

関連設定)」を参照ください。 

 

 基本コマンド形式: コマンドは、コマンド名とスペース区切りの引数で構成され、末尾

にキャリッジリターンとラインフィードを付加します。 

<コマンド名> <引数 1> <引数 2><CR><LF> 

6.2. TCP TO RS232 TUNNELING 

この機能を有効にすると、本機が TCP/IP ネットワークと RS-232 のブリッジとして動作しま

す。ネットワーク経由で TCP ポート 5000 番に送信されたデータが、そのまま RS-232 ポートか

ら出力されます。有効時、本機への RS-232 コマンドは無効になります。 
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6.3. REST API 

本機は、HTTP/HTTPS プロトコルを利用した REST APIによる外部制御に対応しています。 

 アクセス方法と基本 URL: 

リクエストは、主に HTTP GET メソッドを使用し、以下の URL 構造で送信します。

http(s)://<IP アドレス>/api/v1/<コマンド名>?<引数 1>=<値 1>&<引数 2>=<値 2> 

6.4. APIコマンド 

RS232、Telnet、REST APIの各インターフェースでは、共通のコマンドセットを使用します。 

 コマンドの基本ルール: 

 設定の適用 (TX):  

コマンドに必要な全てのペイロード(Payload)を含めて送信すると、その設定内容

が本機に適用されます。 

 情報の取得 (RX):  

コマンドをペイロード(Payload)なしで送信すると、本機は関連する現在の設定値

や状態を返します。ただし、一部のコマンドでは、取得したい情報の対象を特定す

るために、ペイロードを指定する必要がある場合があります。 

 コマンド形式の例（USB ホストを Laptop USB-C に設定する場合）: 

 RS232 / Telnet: 

USBHOST 1<CR><LF> 
 REST API (HTTP GET): 

GET http://<IP アドレス>/api/v1/usbHost?host=1 
 応答形式: 

 RS232 / Telnet: 

・成功時: ACK<CR><LF> 
・失敗時: NACK<CR><LF> 

 REST API: 

JSON 形式のボディで応答し、HTTP ステータスコードで結果を示します 

（200:成功, 400:エラー, 401:認証エラー）。 

 パスワード・トークン管理 API コマンド: 

REST API の認証に関連する、パスワードやトークンの管理は以下の専用コマンドで行いま

す。 

パスワード・トークン管理 API コマンド 

Command URL  Description Body arguments Return body 

HTTP POST 

https://<IP>/api/v1/ 

changePassword 

 

Web インターフェースのログインパ

スワードを変更します 

{ 

"oldPassword": "<現在のパスワード

>","newPassword": "<新しいパスワード>" 

} 

{ 

"message": <String> 

} 

HTTP GET 

https://<IP>/api/v1/ 

accessToken 

現在有効な Bearer トークンを取得し

ます 
 

{ 

"token": <String> 

"message": <String> 

} 

HTTP POST 

https://<IP>/api/v1/ 

accessToken 

新しい Bearer トークンをランダムに

生成し、トークン認証を有効化しま

す 

 

{ 

"token": <String> 

"message": <String> 

} 

HTTP DELETE 

https://<IP>/api/v1/ 

accessToken 

設定されている Bearer トークンを削

除し、トークン認証を実質的に無効

化します 

 

{ 

"message": <String> 

} 

HTTP GET 

https://<IP>/api/v1/ 

accessTokenEn? 

enable=<number> 

Bearer トークン認証を有効化(1)ま

たは無効化(0)します 
 

{ 

"message": <String> 

} 

 その他のコマンドリスト: 

上記以外の全ての利用可能なコマンドの詳細については、「6.5 API コマンドリスト」のセ

クションをご参照ください。 
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6.5. APIコマンドリスト 

API コマンドリスト 
method API Command Description  payload return 

RS232/ 

Telnet 
AUTOHDMICECPWR  

CEC 自動電源制御を設定また

は現在の設定値を取得しま

す。 

 

引数 <enable> の値:  

0 => OFF  

1 => ON 

T

X 
<enable> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

ENABLE=<enable><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API autoHdmiCecPwr 

T

X 
enable=<enable> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "enable": <enable>, "message": 

<String> 

} 

RS232/ 

Telnet 
BAUDRATE 

本機の RS232 シリアルポート

のボーレートを設定、または

現在の設定値を取得します。 

T

X 
<baudrate> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

BAUDRATE=<baudrate><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API baudrate  

T

X 
baudrate=<baudrate> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "baudrate": <baudrate>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
BTNLOCK 

本機のフロントパネルボタン

の物理操作をロック/アンロッ

ク、または状態取得します

（API 経由の切り替えは影響

を受けません）。 

T

X 
<lockState> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

BTNLOCK=<lockState><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API btnLock 

T

X 
btnLock=<lockState> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "btnLock": <lockState>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
CECPASSTHROUGHEN 

ビデオソースからディスプレ

イへの CEC コマンドパススル

ー機能の有効/無効を設定・取

得します（手動 CEC コマンド

は影響を受けません）。 

 

引数 <enable> の値: 

0 => OFF  

1 => ON  

T

X 
<enable> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

ENABLE=<src><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API cecPassthroughEn 

T

X 
enable=<enable> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "enable": <host>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
CECTOGGLEMUTE 接続されているディスプレイ

の音声ミュート状態を切り替

える CEC コマンドを送信しま

す。 

T

X 
 ACK<CR><LF> 

REST API cecToggleMute 
T

X 
 

{ 

"message": <String> 

} 

RS232/ 

Telnet 
CECVOLDOWN 

接続されているディスプレイ

の音量を下げる CEC コマンド

を送信します。 

T

X 
 ACK<CR><LF> 

REST API cecVolDown 
T

X 
 

{ 

"message": <String> 

} 

RS232/ 

Telnet 
CECVOLUP 

接続されているディスプレイ

の音量を上げる CEC コマンド

を送信します。 

T

X 
 ACK<CR><LF> 

REST API cecVolUp 
T

X 
 

{ 

"message": <String> 

} 

RS232/ 

Telnet 
DISPLAYSRC 

メインの HDMI ディスプレイ出

力に表示する HDMI ソースを設

定、または現在の設定を取得

します。 

 

引数 <src> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI  

3 => OFF 

T

X 
<src> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

DISPLAYSRC=<src><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API displaySrc 

T

X 
displaySrc=<src> 

{ 

"message": <String> 

} 

R

X 
 

{ 

 "displaySrc": <src>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
DISPLAYSWMODE 

HDMI ディスプレイ出力のソー

ス切り替えモードを設定、ま

たは現在の設定を取得します

（カスタムモード時のみ有

T

X 
<swMode> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

DISPLAYSWMODE=<host><CR><LF>  

ACK<CR><LF> 



 

25 

 
– TOGGLE DOCK 2x1 User Guide 

API コマンドリスト 
method API Command Description  payload return 

REST API displaySwMode 

効）。 

 

引数 <swMode> の値:  

0 => Automatic mode 

[default]  

1 => Manual mode  

2 => Manual mode with 

fallback  

3 => HDMI follows USB mode 

T

X 
displaySwMode=<swMode> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "displaySwMode": <swMode>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
EDID 

指定したビデオソースに通知

する EDID のモードを設定、ま

たは現在の設定を取得しま

す。 

 

引数 <src> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI  

 

引数 <edid> の値:  

0 => Passthrough  

1 => User EDID  

2 => 3840x2160p60  

3 => 3840x2160p50  

4 => 3840x2160p30  

5 => 3840x2160p25  

6 => 1920x1080p60  

7 => 1920x1080p50  

8 => 1280x720p60  

9 => 1280x720p50  

10 => 5120x2160p30  

11 => 5120x2160p25 

T

X 
<src> <edid> ACK<CR><LF> 

R

X 
 EDID=<edid><CR><LF> ACK<CR><LF> 

REST API edid 

T

X 

src=<src>  

edid=<edid> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
src=<src> 

{ 

 "edid": <edid>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
EDIDHDMIOUT 

指定されたビデオ出力から

EDID を読み込み、その内容を

ビデオ入力の「カスタム EDID

（256 バイトのデータ配列）」

として設定・保存します。 

 

引数 <sink> の値:  

0 => Display  

 

引数 <src> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI  

T

X 
<sink> <src> ACK<CR><LF> 

R

X 
<sink> 

EDIDUSR=<edidUsr><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API 
edidHdmiOut 

 

T

X 

src=<sink> 

src=<src> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
sink=<sink> 

{ 

 "edidHdmiOut": <edidHdmiOut>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
EDIDUSR 

指定したビデオソースに、ユ

ーザーが用意したカスタム

EDID（256 バイトのデータ配

列）を直接設定、または現在

の設定を取得します。 

 

引数 <src> の値: 

0 => RoomPC  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI 

 

引数 <edidUsr> の値: 

=> カスタム EDID 

(256 バイトのデータ配列) 

T

X 
<src> <edidUsr> ACK<CR><LF> 

R

X 
<src> 

EDIDUSR=<edidUsr><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API edidUsr 

T

X 

src=<src> 

edidUsr=<edidUsr> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
src=<src> 

{ 

 "edidUsr": <edidUsr>, 

"message": <String>  

} 

      

RS232/ 

Telnet 
GPICFG 

GPI ピンの動作モードと、ト

リガーされた際に実行する機

能を設定、または現在の設定

を取得します。 

 

引数 <gpi> の値:  

1 => GPI1  

2 => GPI2  

 

引数 <mode> の値:  

0 => Pulse mode [default]  

1 => Level mode  

 

引数 <function> の値:  

0 => Disabled.  

1 => Laptop select 

Short = LAPTOP USB-B/HDMI 

Open = LAPTOP USB-C  

2 => USB host control 

Short = LAPTOP USB-B/HDMI 

Open = LAPTOP USB-C  

3 => Display video source 

control  

T

X 
<gpi> <mode> <function> ACK<CR><LF> 

R

X 
<src> 

MODE=<mode><CR><LF> 

FUNCTION=<function><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API gpiCfg 

T

X 

gpi=<gpi> 

mode=<mode> 

function=<function> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
gpi=<gpi> 

{ 

 "mode": <mode>, "function": 

<function>, "message": <String>  

} 
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API コマンドリスト 
method API Command Description  payload return 

Short = LAPTOP USB-B/HDMI 

Open = LAPTOP USB-C  

RS232/ 

Telnet 
HDCPCTL 

指定したビデオソースの HDCP

設定を取得、または設定しま

す。 

 

引数 <src> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI  

 

引数 <hdcp> の値:  

0 => Disabled  

1 => HDCP v1.4  

2 => HDCP v2.2  

3 => Auto 

T

X 
<src> <hdcp> ACK<CR><LF> 

R

X 
<src> 

HDCP=<hdcp><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API hdcpCtl 

T

X 

src=<src> 

hdcp=<hdcp> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
src=<src> 

{ 

 "hdcp": <hdcp>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
HELP サポートされている全ての

API コマンドのリストと、そ

の説明を返します。 

R

X 
 

サポートされているコマンドのリ

ストを返答します 

REST API help 
R

X 
 

サポートされているコマンドのリ

ストを返答します 

RS232/ 

Telnet 
HOSTBUTTON 

本体のフロントパネルにある

「LAPTOP HOSTS THE 

MEETING」ボタン、またはオプ

ションの INO-BUTTON-KIT を押

した時と同じ動作をトリガー

します。 

T

X 
<host> ACK<CR><LF> 

REST API hostButton 
T

X 
 

{ 

 "message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
HOSTMEETING 

指定されたホスト（PC）に、

USB と HDMI 接続を強制的に切

り替えます。 

これは一時的な制御であり、

このコマンド実行後に USB や

HDMI 信号のイベント（抜き差

しなど）が発生すると、事前

に設定された動作モードのル

ールが優先されます。 

 

引数 <host> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop USB-B/HDMI 

 

T

X 
<host> ACK<CR><LF> 

REST API hostMeeting 
T

X 
host=<host> 

{ 

 "host": <host>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
HOSTNAME 

デバイスのホスト名を設定、

または現在のホスト名を取得

します。このホスト名は、ネ

ットワーク上で mDNS 等により

デバイスを識別する際や、USB 

HID インターフェースの名前

として使用されます。 

 

引数 <hostname> の値: 

設定するホスト名を文字列で

指定します。 

注意:ホスト名にスペース文字

を含めることはできません。 

T

X 
<hostname> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

HOSTNAME=<src><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API hostname 

T

X 
hostname=<hostname> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "hostname": <host>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
HTTPEN 

本機の HTTP コントロール機能

（Web インターフェースへの

アクセス）を有効または無効

に設定、または現在の設定状

態を取得します。 

 

引数 <enable> の値:  

0 => OFF  

1 => ON 

T

X 
<enable> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

ENABLE=<enable><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API httpEn 

T

X 
enable=<enable> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "enable": <enable>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
NETWORK 

本機のネットワーク関連の設

定、または現在の設定を取得

します。 

引数 <mode> の値:  

IP アドレスの取得モードを指

定します 

static => static IP アドレ

スモード 

dhcp => DHCP モード 

 

引数 <ip> の値:  

（例: 192.168.0.20） 

引数 <netmask> の値:  

（例: 255.255.255.0） 

引数 <gateway> の値:  

（例: 192.168.0.1） 

T

X 

<mode> <ip> <netmask> 

<gateway> 
ACK<CR><LF> 

R

X 
 

MODE=<mode><CR><LF> 

IP=<ip><CR><LF> 

NETMASK=<netmask><CR><LF> 

GATEWAY=<gateway><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API network 

T

X 

mode=<mode> 

ip=<ip>  

netmask=<netmask> 

gateway=<gateway> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

"mode": <static,dhcp>, 

"ip": <ip>, 

"netmask": <netmask>,  

"gateway": <gateway>,  

"message": <String>  
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API コマンドリスト 
method API Command Description  payload return 

} 

RS232/ 

Telnet 
OPMODE 

本機のオペレーションモード

を設定、または現在の設定を

取得します。 

 

引数 <opMode> の値:  

0 => RoomPC with 

BYOD/content sharing 

[default]  

1 => BYOM  

2 => Custom 

T

X 
<opMode> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

OPMODE=<src><CR><LF>  

ACK<CR><LF> 

REST API opMode 

T

X 
opMode=<opMode> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "opMode": <opMode>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
PRIORDISPLAYSRC 

ディスプレイ出力ソースの優

先順位を設定、または現在の

設定を取得します（カスタム

モード時のみ有効）。 

 

引数 <src> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI  

3 => Last detected source 

[default] 

T

X 
<src> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

PRIORDISPLAYSRC=<src><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API priorDisplaySrc 

T

X 
priorDisplaySrc=<src> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "priorDisplaySrc": <host>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
PRIORHOSTMEETING 

ホストシステムの優先順位を

設定、または現在の設定を取

得します。この設定は、

「RoomPC/BYOD」および

「BYOM」モード時に、どのホ

スト PC を優先的に選択するか

を決定します。 

 

引数 <host> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop USB-B/HDMI  

3 => Last detected laptop 

[default] 

T

X 
<host> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

PRIORHOSTMEETING=<host><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API priorHostMeeting 

T

X 
host=<host> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "priorHostMeeting": <host>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
PRIORUSBHOST 

USB ホストの優先順位を設

定、または現在の設定を取得

します（カスタムモード時の

み有効）。 

 

引数 <host> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop USB-B  

3 => Last detected host 

[default] 

T

X 
<host> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

PRIORUSBHOST=<host><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API priorUsbHost 

T

X 
priorUsbHost=<host> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "priorUsbHost": <host>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
REBOOT 

本機を再起動します。 

T

X 
 ACK<CR><LF> 

REST API reboot 
T

X 
 

{ 

 "message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
RSTR 

本機の設定を工場出荷時のデ

フォルト状態に戻します。 

T

X 
 ACK<CR><LF> 

REST API rstr 
T

X 
 

{ 

 "message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
SCALER 

HDMI ビデオ出力のスケーラー

オプションを設定、または現

在の設定を取得します。 

 

引数 <output> の値:  

0 => Display output  

 

引数 <enable> の値:  

0 => OFF  

1 => ON 

T

X 
<output> <enable> ACK<CR><LF> 

R

X 
<output> 

ENABLE=<enable><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API scaler 

T

X 

output=<output> 

enable=<enable> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
output=<output> 

{ 

 "enable": <enable>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
STATUS 

デバイスの現在の詳細なステ

ータス情報を取得します。 

R

X 
 

デバイスの全ステータスのリスト

を返答 

REST API status 
R

X 
 

デバイスの全ステータスのリスト

を返答 

RS232/ 

Telnet 
TELNETEN 

本機の Telnet コントロール機

能を有効または無効に設定、

または現在の設定状態を取得

します。 

 

引数 <enable> の値:  

0 => OFF  

T

X 
<enable> ACK<CR><LF> 

R

X 
  

REST API telnetEn 

T

X 
enable=<enable> 

ENABLE=<enable><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

R  { 
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API コマンドリスト 
method API Command Description  payload return 

1 => ON X  "enable": <enable>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
TUNNELINGEN 

TCP ポート 5000 番を使用した

「TCP to RS232」トンネリン

グ機能を有効化します。 

 

引数 <enable> の値: 

0 => OFF 

1 => ON 

引数 <baudrate> の値: 

0 => 9600 

1 => 19200 

2 => 38400 

3 => 115200 

引数 <dataBits> の値: 

0 => 7 bits 

1 => 8 bits 

2 => 9 bits 

引数 <stopBits> の値: 

0 => 1 bit 

1 => 2 bits 

引数 <parity> の値: 

0 => none 

1 => even 

2 => odd 

T

X 

<enable> <baudrate> 

<dataBits> <stopBits> 

<parity> 

ACK<CR><LF> 

R

X 
 

ENABLE=<enable><CR><LF> 

BAUDRATE=<baudrate><CR><LF> 

DATABITS=<dataBits><CR><LF> 

STOPBITS=<stopBits><CR><LF> 

PARITY=<parity><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API tunnelingEn 

T

X 

enable=<enable> 

baudrate=<baudrate> 

dataBits=<dataBits> 

stopBits=<stopBits> 

parity=<parity> 

{ 

"message": <String> 

} 

R

X 
 

{ 

"enable": <enable>, 

"baudrate"=<baudrate>, 

"dataBits"=<dataBits>, 

"stopBits"=<stopBits>, 

"parity"=<parity>, 

"message": <String> 

} 

RS232/ 

Telnet 
USBC4K60EN USB-C ポートの 4K60Hz 対応

（USB 2.0 動作）と、4K30Hz

対応（USB 3.0 動作）を切り

替えます。 

 

引数 <mode> の値:  

0 => Disable 4K60 [default] 

1 => Enable 4K60 

T

X 
<mode> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

USBC4K60EN=<mode><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API usbc4K60En 

T

X 
usbc4K60En=<mode> 

{ 

"message": <String> 

} 

R

X 
 

{ 

"usbc4K60En": <mode>, 

"message": <String> 

} 

      

RS232/ 

Telnet 
USBDEVEN 

USB デバイスポートの電源供

給を個別に設定、または現在

の設定を取得します。 

 

引数 <host> の値:  

1 => Laptop USB-C  

2 => Laptop HDMI  

3 => When no host detected  

 

引数 <devices> の値:  

<devices> USB1 USB2 USB3  

0         OFF  OFF  OFF  

1         ON   OFF  OFF  

2         OFF  ON   OFF  

3         ON   ON   OFF  

4         OFF  OFF  ON  

5         ON   OFF  ON  

6         OFF  ON   ON  

7         ON   ON   ON 

T

X 
<host> <devices> ACK<CR><LF> 

R

X 
<host> 

DEVICES=<devices><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API usbDevEn 

T

X 

host=<host>  

devices=<devices> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
host=<host> 

{ 

 "devices": <devices>, 

"message": <String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
USBHOST 

ホスト PC を選択、または現在

の設定を取得します。 

 

引数 <host> の値:  

1 => Laptop USB-C 

2 => Laptop USB-B  

3 => OFF  

(詳細は 5.3.3.2 USB 設定 

(USB)参照) 

T

X 
<host> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

USBHOST=<host><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API usbHost 

T

X 
usbHost=<host> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "usbHost": <host>, "message": 

<String>  

} 

RS232/ 

Telnet 
USBHOSTSWMODE 

USB ホストの切り替えモード

を設定、または現在の設定を

取得します（カスタムモード

時のみ有効）。 

 

引数 <swMode> の値:  

0 => Automatic mode 

[default]  

1 => Manual mode  

2 => Manual mode with 

fallback  

3 => USB follows HDMI mode 

T

X 
<swMode> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

USBHOSTSWMODE=<host><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API usbHostSwMode 

T

X 
usbHostSwMode=<swMode> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "usbHostSwMode": <swMode>, 

"message": <String>  

} 
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API コマンドリスト 
method API Command Description  payload return 

RS232/ 

Telnet 
VERSION 

本機のファームウェアバージ

ョン（メジャーおよびマイナ

ーバージョン）を取得しま

す。 

R

X 
 

MAJOR=<Integer><CR><LF> 

MINOR=<Integer><CR><LF> 

ACK<CR><LF> 

REST API version 
R

X 
 

{ 

 "major": <Integer>, "minor": 

<Integer>  

} 

RS232/ 

Telnet 
VOUT 

VOUT（汎用出力）ピンの出力

レベルを設定、または現在の

設定を取得します。 

 

引数 <vout> の値:  

0 => Controlled by 

firmware.  

1 => Logic-low.  

2 => Logic-high. 

T

X 
<vout> ACK<CR><LF> 

R

X 
 

VOUT=<vout><CR><LF>  

ACK<CR><LF> 

REST API vout 

T

X 
vout=<vout> 

{ 

 "message": <String>  

} 

R

X 
 

{ 

 "vout": <vout>, "message": 

<String>  

} 
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6.6. INOGENI INO-BUTTON-KIT 

 
 主な機能と動作: ボタン操作による機能実行:ボタンを押すと、接続されている GPI ポート

に割り当てられた機能が実行されます。通常は、ノート PC へのホスト切り替え（BYOM セッ

ションの開始）などに使用されます。ボタンで制御できる具体的な動作は、Web インターフ

ェースの GPI 設定に準じます。詳しくは「5.3.4.5. GPI (GPI ポートの機能設定)」の章を

ご参照ください。 

 

 ボタン LED の動作説明: GPI 設定の function で Laptop Select を選択している場合、ボタ

ン LED は VOUT 設定に準じて動作します。選択されているホストに応じて以下のパターン

で点灯・点滅します。 

 USB-C 接続時: 1 回点滅したのち、点灯します。 

 USB-B+HDMI 接続時: 2 回点滅したのち、点灯します。 

 接続方法: INO-BUTTON-KITは、TOGGLE DOCK 2x1 の GPI1 端子および VOUT 端子に接続して

使用します。 

 ボタンを押した際の信号が、GPI 入力として本機に送られます。 

 本機からの VOUT 信号が、ボタンの LED を駆動します。 
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7. トラブルシューティング (TROUBLESHOOTING) 

本製品で問題が発生した場合は、まず以下の基本的な項目をご確認ください。それでも解決

しない場合は、各症状に応じた解決策をお試しください。 

基本的な確認事項 

 電源: 各ハブユニットの電源アダプターが正しく接続され、電源が供給されていること

を確認してください。PWR LED が点灯しているか確認します。 

 ケーブル接続: 全ての USB、HDMI、LAN、各ポートにしっかりと接続されていることを確

認してください。 

 

症状別の解決策 

問題 / 症状 確認事項と解決策 

映像がディスプレイ

に表示されない 

 ソースの選択: 「5.3.2 STATUS タブ」の DEVICE CONFIGURATION

で、正しい入力ソースが選択されているか確認してください。 

 HDCP 設定: HDCP で保護されたコンテンツを表示しようとしてい

る場合、「5.3.3.3 ビデオ設定」を確認し、HDCP が無効になっ

ていないか確認してください。すべての機器が同じ HDCP バージ

ョンに対応している必要があります。 

 EDID 設定: ソース機器とディスプレイの互換性に問題がある場

合「5.3.3.3 ビデオ設定」の EDID モード (EDID mode)を確認

し、の EDID モードを「Passthrough」から「1080p60」などの固

定プリセット値に変更してください。 

USB 周辺機器が認識

されない 

 USB ホストの選択: 現在アクティブなホスト PC が意図したもの

か確認してください。「5.3.2 STATUS タブ」で現在の USB ホス

トを確認できます。 

 USB デバイス電源: 「5.3.3.2 USB 設定」で、現在のアクティブ

ホストに対して USB デバイスポートの電源が有効になっている

か確認してください。 

Web インターフェー

スにアクセスできな

い 

 ネットワーク接続: 背面の LAN ポートが、お使いの PC と同じネ

ットワークに接続されていることを確認してください。 

 IP アドレス: IP アドレス: DHCP サーバーが存在しない環境で

は、固定 IP アドレスを設定する必要があります。MAESTRO アプ

リケーションを使用し、固定 IP アドレスを設定してください。 

 HTTP コントロール: 「5.3.4.2 WEB INTERFACE CONFIGURATION 

(Web インターフェースの動作設定)」を確認し、HTTP機能が無

効にされていないか確認してください。 

ケーブル接続や仕様

に関する問題 

 ノート PC が USB-C で充電されない/映像が出ない: お使いの

USB-C ケーブルが、映像転送（DisplayPort Alternate Mode）

と USB Power Delivery (PD)に対応していることを確認してく

ださい。充電専用やデータ転送専用のケーブルでは動作しませ

ん。ノート PC 側の USB-Cポートも同様に、映像転送と USB PD

充電に対応している必要があります。 

 ドライバーのインストールを求められる: INOGENI TOGGLE DOCK 

2x1 はドライバー不要で動作します。ドライバーのインストー

ルは必要ありません。PC を再起動するか、USB ケーブルを別の

ポートに接続し直してみてください。 

動作が全体的に不安

定 

 再起動: 電源挿抜、「5.3.1 一般情報画面」の「REBOOT 

DEVICE」ボタン、または API コマンドで本機を再起動してくだ

さい。 

 ファームウェア更新: 「5.3.4.6 UPDATE」の項目を参照し、
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INOGENI 公式サイトで最新のファームウェアが公開されていな

いか確認してください。 

 工場出荷時設定へのリセット: 上記で解決しない場合、

「5.3.4.6 UPDATE」の項目を参照し、工場出荷時設定へのリセ

ットをお試しください。 
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